静岡市清流条例の概要

１　目　的


　
２　基本原則
　　　　　　 　　（１）　水質等及び周辺環境の保全

　　
　　
（２）　水源の保全


　

（３）　清流との共生

　


（４）　環境教育等の推進



３　役　割
市　民：ごみの持帰りなど、清流の保全活動を実施し、事業者、市との協働に努めます。
　事業者：清流保全協定の締結など清流保全活動を実施し、市民、市との協働に努めます。
　市    :総合的な施策を策定し、市民、事業者との協働により清流を保全します。
４　清流保全に関する施策




５　清流基準

　　安倍川、藁科川及び興津川については、環境基本法に基づきＢＯＤなどの環境基準が定められていますが、清流条例の目指す独自の基準として、次の清流基準を設定します。
（１）　清流として満たすべき水質基準・・・全有機炭素（ＴＯＣ）　※有機汚濁の指標
	河川
	基　準　点
	清　流　基　準
	（参考）環境基準

	
	
	全有機炭素（ＴＯＣ）
	ＢＯＤ

	安倍川
	曙橋
	１　mg/ℓ以下
	１　mg/ℓ以下

	
	安倍川橋
	―
	２　mg/ℓ以下

	藁科川
	牧ケ谷橋
	１　mg/ℓ以下
	１　mg/ℓ以下

	興津川
	八幡橋
	１　mg/ℓ以下
	２　mg/ℓ以下

	
	浦安橋
	―
	３　mg/ℓ以下


２）　わかりやすい水質に関する基準・・・水生生物及び魚類を指標とした基準

	河 川

	重点区域
（基準点）
	清　　流　　基　　準

	
	
	水生生物による水質階級
	魚類による水質

	安倍川
	水源保全区域
（曙橋）
	Ⅰ

	アユ、ウグイ、オイカワ、アブラハヤ、タカハヤ、オオヨシノボリ、シマヨシノボリ、ボウズハゼ、アユカケ及び上流部にあってはアマゴが生息できる水質

	
	水との共生区域
（安倍川橋）
	Ⅰ
	アユ、ウグイ、オイカワ、シマドジョウ、シマヨシノボリ、ボウズハゼ、アユカケ及び河口にあってはシロウオが生息できる水質

	藁科川
	水源保全区域
（牧ヶ谷橋）
	Ⅰ
	アユ、ウグイ、オイカワ、アブラハヤ、シマドジョウ、オオヨシノボリ、シマヨシノボリ、ボウズハゼ、アユカケ及び上流部にあってはアマゴが生息できる水質

	興津川
	水源保全区域
（八幡橋）
	Ⅰ

	アユ、ウグイ、オイカワ、シマドジョウ、シマヨシノボリ、ボウズハゼ、アユカケ及び上流部にあってはアマゴが生息できる水質


	
	水との共生区域
（浦安橋）
	Ⅱ

	アユ、ウグイ、オイカワ、シマヨシノボリ、ボウズハゼ、アユカケ及び河口にあってはシロウオが生息できる水質


備考 

Ⅰ　上流域の渓流環境　

　指標生物として、アミカ、ウズムシ、カワゲラ、サワガニ、ナガレトビケラ、ヒラタカゲロウ、ブユ、ヘビトンボ及びヤマトビケラが生息できる水質

Ⅱ　栄養塩の流入がある中流域の環境

　指標生物として、イシマキガイ、オオシマトビケラ、カワニナ、ゲンジボタル、コオニヤンマ、コガタシマトビケラ、スジエビ、ヒラタドロムシ及びヤマトシジミが生息できる水質
＜水質を含む生息環境に関する魚類指標について＞
魚類の生息区域は、河川の水質の清濁度合いによってのみ限定されるのではなく、塩分、水温、流速、河川勾配、川床の状況や、遡上する魚にあっては堰の設置などの下流域の河川状況など、様々な環境の影響を受ける。よって、ある時点で生息が確認できた魚類が、将来確認できなくなった場合には、水質を含めた様々な環境要因について検討することが必要である。この魚類指標は清流基準設定時における、水質を含めた生息環境を将来にわたり維持していくための目安として設定するものである。
＜シロウオについて＞
基準点ではないが、安倍川、興津川の河口域でシロウオの産卵場が確認できた。シロウオは、通常は沿岸域で生活し、早春に河口域に遡上して産卵する遡河回遊魚である。遡上能力が弱いため河口域までしか遡上できないが、塩分がなく、流れが緩やかで泥がたまったり流れたりしない場所でしか繁殖できない。政令指定都市の河川でシロウオがいるのは、大変特徴的なことである。　
環境基本条例の基本理念を踏まえ、日本有数の清流である安倍川、藁科川及び興津川に代表される清流を次の世代へ継承するため、基本原則を定め、市民、事業者及び市の３者の協働により、共有の財産として保全することを目的とします。








基　本　原　則








住民の生活と清流との調和を尊重し、清流と共生する地域社会が構築されるよう配れるよう配慮します。














水源となる森林及び水源域における生態系が保全されるよう配慮します。








清流を保全する担い手を育成するため、地域、学校、行政等の交流を促進し、環境教育及び環境学習が推進されるよう配慮します。








全河川を対象とした施策








①　山、川、海を一体的にとらえた総合的な環境教育及び環境学習を推進します。


②　清流を保全するため、市民、事業者、市民団体等と清流協働協定（清流の保全に関する協働に関する協定）の締結に努めます。


③　清流の保全に貢献された市民等を表彰します。





　安倍川、藁科川及び興津川に重点区域（水源保全区域、水との共生区域）を指定し、次の施策を実施します。


①　清流基準を設定します。（５を参照）


②　重点区域の都市計画区域外で、２，０００㎡以上の開発行為を行う場合は、清流保全協定（市と清流の保全に関する協定）の締結に努めていただきます。


　③　合併処理浄化槽を普及するため、補助金制度の見直しをします。


　④　バーベキューなどレジャー活動を行う人へ、ゴミの持帰り等、マナーの指導をします。


⑤　市は、森林の機能を保全するため、必要な施策を実施します。また、重点区域内に森林を所有、又は管理する者は、市の施策に協力していただきます。


⑥　事業活動に伴い肥料、農薬を使用する人は、適正使用に努めていただきます。


⑦　市は、生態系の保全が図られるよう必要な施策の実施に努めます。


。

















重点区域における施策











水質、水量等が適正な状態に保たれ、周辺環境と清流との調和が保たれるよう配慮します。




















